
令和５年度 壬生中学校 学校運営協議会（第１回） 

 議 事 録    
                             令和５年４月２４日（月）１５：３０～１６：４５    

                            壬生町立壬生中学校 会議室 

 

【研 修】学校運営協議会・コミュニティースクールの役割について   

             研修講師  文部科学省ＣＳマイスター  鈴木 廣志 様  
 

庶務  開会に先立ち、文部科学省コミュニティスクールマイスターの鈴木廣志様より、学校運

営協議会の役割についてご講話をいただく。 

＜講話概要＞ 

  学校運営協議会制度は、教職員と地域住

民が互いにパートナーシップを発揮し、地

域とともにある学校づくりを目指す取り組

み。学校運営協議会を設置している学校

を、コミュニティースクールという。キー

ワードは「参加から参画へ」。学校・地域

住民・家庭が一緒に汗を流し、責任分担し

ながら、地域とともにある学校づくりを目

指す。目指す学校像・地域像のベクトルを

合わせるための合議体として、学校運営協

議会で何ができるか、熟議が深まることを

期待する。 

 

【開 会】 

 １ ごあいさつ（校長） 

校長： 今年度の学校経営のミッションは、「認めて ほめて 励まして 信じて 待って 見

届けるを基本とし 居場所づくりと絆づくりに努め 全ての壬生中生の 元気・やる気・

笑顔を増やします」と設定した。全教職員で毎週唱和し、心に刻んでいる。目指す学校像

の実現に向けて、委員の皆様のご協力をお願いします。 

 

 ２ 壬生町教育委員会委嘱状交付 

（町教育委員会に代わり、学校長よりお一人お一人に委嘱状を交付） 

 

３ 自 己 紹 介 

  （保護者２名、地域住民３名、地域学校協働活動推進員１名、教育委員会が適当と認める者

１名、学校長１名、他、庶務として学校職員２名） 

 

 ４ 壬生町立小中学校運営協議会則について（確認） 

  （庶務より、壬生町立小中学校運営協議会則を読み上げ、守秘義務等について確認。） 

  

５ 会長・副会長の選任 

会 長 鈴木 真理 様(地域住民) 副会長  大山 宏 様(地域住民) 

   会長ご挨拶：みんなで盛り上げながら、子どもたちを更に笑顔にしていきましょう。 

 



 

６ 協 議（進行 会長） 

（１） 学校概要・学校生活の様子について（説明） 【資料１】 

 庶務：学校生活の様子や生徒の活躍を掲載した壬生中学校ホームページをご覧ください。 

（２） 学校経営方針について（説明 承認）【資料２】 

 校長： 「令和５年度壬生中学校の教育（グランドデザイン）」をもとに、下記の学校経営

方針（努力点と具体策）を説明する。 

 

【学校経営の方針】 

１．生徒と教師が一体となって活動する教育活動を展開する。 

（創業守成、師弟同行の精神） 

２．生徒一人一人を大切にし、安心して学ぶことができる集団づくりと授業づくりに努め

る。 

（人権教育・特別支援教育の推進、学業指導の充実） 

３．協働的な職場風土づくりに努め、互いに支え合い、高め合う教職員集団を形成する。 

４．保護者や地域とのつながりを大切にし、地域とともにある学校づくりに努める。 

 

【努力点と具体策】 

（１）学習意欲と学力の向上をめざした学習指導の充実 

① 見方・考え方を働かせたプロセス重視の授業実践 

② 導入の工夫と効果的なねらいの提示 

③ 指導と評価の一体化（振り返りの工夫） 

④ 学び合う（聴き合う）活動を大切にした授業の展開 

⑤ 基礎学力や語彙力の向上を目指した個別最適な学習活動･読書活動の充実 

⑥ ＩＣＴ機器の効果的・効率的な活用 

（２）生徒の発達を支持する生徒指導の充実 

① 認め合い、励まし合い、支え合える集団形成を目指した学級・学年経営 

②  考え対話する道徳の実践、論語からの学び 

③ 自己有用感を高める異年齢交流活動、学校行事の工夫 

④ 民主主義の基本を学び、主体性を育む生徒会活動の展開 

⑤  達成感の持てる部活動指導の実践 

（３）心身の健康と安全で安心できる学校づくりの推進 

① 健康で安全な生活習慣の指導と関係機関との連携強化 

② 生徒・教職員の安全意識の啓発と危機管理の徹底 

③  安心感を高めるための校内環境整備 

   ・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた教室環境づくり 

・校内教育支援センター「ピアルーム」の機能充実 

 ④  情報モラル教育の充実によるトラブル等の未然防止  

⑤  生徒の困り感にいち早く気付き、迅速に対応できるチーム支援体制づくり 

（４）保護者や地域の方から信頼される学校づくり 

① 本校の教育活動の発信と保護者・地域のニーズの把握 

②  学校・家庭・地域が連携、協力できる体制の整備 

③ 学校運営協議会制度を生かした地域との連携強化 

 

 



委員Ａ： 学校長の説明の中に「挑戦」という言葉があった。失敗を通して学ぶことはたくさ

んある。大人が先回りして手を貸し、子どもたちがチャレンジする機会が失われるこ

とがある。失敗を恐れず、子どもたちが挑戦できる環境はとても大切だと感じた。 

会 長： 学校経営方針を承認してよろしいか。（全委員 了） 

 

（３） 学校長の学校経営方針に基づく教育課程改善 （説明） 【資料３】 

庶 務： 資料３をご覧ください。 

学校長の経営方針に基づき、資料３の下記取り組みを行います。 

（１）学習意欲と学力の向上を目指した学習指導の充実 

ア 朝の学習の時間（8 時～8 時 15 分）に関すること 

イ 総合的な学習の時間（週１～２コマ）に関すること 

ウ 学校課題（研究主題）に関すること 

エ 定期テストの見直し（指導と評価の一体化の視点での改善）に関すること 

オ プロセス重視の授業実践に関すること（文部科学省 加配教員の利活用） 

（２）心の発達を指示する生徒指導の充実 

ア 特別活動における旅行集団宿泊的行事に関すること 

イ 特別活動の学校行事「健康安全・体育的行事」に関すること 

ウ 生徒を励まし勇気づける教職員の一層の意識高揚に関すること 

（３）心身の健康と安全で安心できる学校づくりの推進 

ア 目に入る情報（刺激）を調整する黒板周りのカーテン設置に関すること 

イ 安全安心な生活環境の構築に関すること 

（４）保護者や地域の方から信頼される学校づくり 

ア 教職員と保護者・地域住民との協働体制の構築に関すること 

 

（４） 教育計画（年間行事）について （説明） 【資料４】 

庶 務： 資料４をご覧ください。壬生中ホームページにも掲載しています。 

 

（５） 学校教育活動の充実に向けた協議 

委 員： 登下校の見守り１１０番のご家庭や店舗への協力依頼は、学区内小学校と連携協力

して進めるとよい。 

委 員： 運動会のテント設営や表彰状の浄書、安全支援など、様々な場面で地域住民や保護

者のご協力を必要としていることがわかった。学校運営協議会委員としてできること

を考えていきたい。 

委 員： 学校運営協議会での協議をより活性化していきたい。生徒の話を直接聞いてみた

り、ＰＴＡの話をきいてみたりするのもよいだろう。みんなで、地域で、一緒にやっ

ていこうとする雰囲気の中で、学校運営協議会を進めていきたい。 

 ７ 今後の予定 
実施日時・会場 協 議 内 容 

第
２
回 

令和５年９月８日(金) 

14:00～16:00（予定） 

壬生中学校会議室・各教室 

・授業参観（教室訪問） 

・学校の現状や課題等に係る協議 等 

第
３
回 

令和５年１２月７日(木) 

12:30～14:00（予定） 
壬生中学校会議室・各教室 

・給食会食（教室訪問） 

・学校の現状や課題等に係る協議 等 

第
４
回 

令和６年２月２６日(月) 

15:30～16:30（予定） 

壬生中学校会議室・各教室 

・学校関係者評価委員会 

・学校評価アンケートの考察 

・次年度の教育計画検討 等 

＜１６時４５分 終了＞ 



 

 


